
 

 

2014.5.24 推進団体交流会「災害と男女共同参画」ワークショップ 



 
□ワークショップを通して感じたこと、考えたこと 

（アンケートより抜粋） 

・自分では思いつかない目線のお話が聞けて、勉強になった 

・改めて震災時の困難な状況を思い描く機会となった 

・ワークを通して一緒に考えることで、他団体の方との交流が出来た 

・震災から時間がたち、災害に対する恐怖心や心構えが薄れていることを実

感した 

・一人で考えるのは難しいけれど、何人かで考えてみるといろいろな意見が

でるものですね 

・いろいろな年代の方とシェアできたことがとても勉強になった。時間が全

体的にきつかったように思う。説明が少しわかりづらいところがあった 

・みんなの意見を聞いて実行していくことが、リーダーとして大切なことだ

と思った 

・震災が起こったとき、子どものことだけでいっぱいになりそうだけど、女

性として逃げることなく、自分の役割を考えて責任を果たしたいと思った 

・さまざまな活動を通して、顔見知りになっていくことで、災害時にも活か

すことができると思う 

・実際にリーダーを決め、避難所の運営をする時に、顔の見える関係性であ

るか、お互いを知ることが大事になる 

・防災について女性が積極的に関わり、声を上げていくべきだと思うので、

気づいたことを云える場があればと思うし、継続して考える機会があればい

いと思う 

・災害時にみんなが尊重される生活に戻れるような避難所の運営をまとめる

のはとても難しいと再認識した。自分とは立場や状況が違う人を理解するこ

との大切さ、いろんな視点をもつ大切さを考えさせられた 

・みんなが自分の意見が正しいと思って発言した時に、円滑に話を進めるス

キルをもった人が必要だと感じた 

 

□震災からの復興に向けて、団体として、また、個人としてできること（アンケートより抜粋） 

 

・乳幼児の預かりや子どもにお話しや絵本、歌などを届ける活動 

・おしゃべり会をしてみんなで元気をとりもどすこと 

・フラワーアレンジメントを通して子育てママ同士の交流を深める活動をしているので、避難しているママを誘って仲間づくりをしていきたい 

・子育て中なので子どものケアを考えたい。地区のコミュニティを大事にしていきたい 

・趣味でやってきたことで、人に喜んでもらうことができればうれしい 

・学んだことを活かして障がい者のケアができればいいな 

・団体のブログやフェイスブックを通し全国に向けて、援助のお願いや被災地の状況報告ができる 

・料理教室で学んだことを活かして炊き出しのお手伝いをする 

・子どもさん、お母さん、お父さんの支えになるよう、協力をしたい 

・話し相手や散歩、体操など団体で取り組むことがあると思う 

・小さな子どもさんのいるお母さんたちとからだを動かして、気持ちをスッキリさせるお手伝いができるかも 

・手作りを通して心の復興のお手伝いができると思った 

 


